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■『平成29年度第56回通常総会』開催（県連）
■『平成29年度第1回商工会青年部研修会並びに通常総会』開催（県青連）
■『平成29年度第51回通常総会』及び『第1回研修会』開催（県女性連）
■『第18回商工会女性部主張発表広島県大会』開催（県女性連）
■『働き方改革実践企業認定制度』の創設に係る合同記者会見を開催（県連）
■『平成29年度第13回広島県商工会職員協議会　
　パワーアップセミナー』開催（県連）
■今年も熱気あふれるマツダスタジアムで『商工会の日記念事業』を実施（県連）
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■「平成29年度臨時総会及び第3回研修会」開催（県女性連）
■「平成29年度商工会役員セミナー」開催（県連）
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■       　「広島県働き方改革実践企業認定制度」認定企業の取組紹介
　・ Vol.1　株式会社東洋シート（広島安芸商工会）　 
特集

■       　「第20回商工会青年部全国大会 広島大会開催に向けて」（県青連）
■「ひろしま夢ぷらざ　出店事業所・団体等講習会」開催（県連）
特集

平成29年度  行動指針平成29年度  行動指針 「もう一歩前へ！やってみましょう！」

会員企業3社　働き方改革実践企業として新たに認定！

　１月30日（火）、広島県商工会連合会では平成29
年度「第２回広島県働き方改革実践企業認定制度 
認定証授与式」を開催いたしました。働き方改革に
取組み、業務の効率化や従業員の満足度向上など、
成果や効果を生じている優良企業として、第２回認
定をうけた会員企業は次のとおりです。
（写真：熊高会長をはさんで左より）
・社会保険労務士法人たんぽぽ会（安古市町商工会）
・㈲アリストぬまくま（沼隈内海商工会）
・ペアコム㈱（福山北商工会）
※ 本号６ページより、第１回認定３社の取組みを、
働き方改革優良事例として紹介しています。
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ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
３
月
22
日

㈭
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広

島
（
広
島
市
中
区
中
町
）
に
て
、﹃
平
成

29
年
度
臨
時
総
会
﹄
を
開
催
し
、
本
人
出

席
32
名
、
委
任
状
２
名
、
計
34
名
の
商
工

会
正
副
会
長
及
び
県
青
連
・
県
女
性
連
会

長
が
出
席
し
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。開

会
の
挨
拶
を
行
っ
た
熊
高
一
雄
会
長

は
、
３
本
の
大
き
な
柱
を
軸
に
構
成
し
た

次
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
触
れ
、
第

１
の
柱
と
位
置
付
け
た
﹃
商
工
会
員
の
満

足
度
向
上
﹄
に
つ
い
て
は
、
経
営
発
達
支

援
事
業
を
主
軸
と
し
た
、
会
員
事
業
所
の

経
営
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
旨
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
第
２
の
柱
で
あ
る
﹃
地
方
の

創
生
﹄
に
つ
い
て
は
、
創
業
・
事
業
承
継

の
推
進
を
重
点
と
し
、
地
域
資
源
の
活
用

や
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
商
工
会
が
リ
ー
ド
役
と
な
り

儲
か
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
、
第
３
の

柱
で
あ
る
﹃
商
工
会
の
機
能
・
組
織
力
の

強
化
﹄
で
は
、会
員
支
援
体
制
を
強
化
し
、

地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
最
大
の
事

業
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
旨

を
述
べ
、
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
芸
津
町
商
工
会
の
山
下
勇

治
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行

さ
れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
８

号
議
案
の
す
べ
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り
。

第�

１
号
議
案　

平
成
29
年
度�

収
支
補
正

予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案
│
平
成
30
年
度�
事
業
計
画

書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承

認
の
件

第�

３
号
議
案
│
平
成
30
年
度�

県
連
合
会

会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第�

４
号
議
案
│
平
成
30
年
度�

電
子
計
算

機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び

徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第�

５
号
議
案
│
平
成
30
年
度�

借
入
金
最

高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の

件
第�

６
号
議
案
│
広
島
県
商
工
会
等
職
員
の

給
料
表
、
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
に

関
す
る
統
一
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件

第�

７
号
議
案
│
一
元
化
後
の
事
務
局
長
の

任
用
及
び
給
与
等
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

第�

８
号
議
案
│
平
成
30
年
度�

役
員
改
選

に
係
る
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て

臨
時
総
会
終
了
後
に
は
、
平
成
29
年
秋

の
叙
勲
に
際
し
、
旭
日
双
光
章
の
栄
に
浴

さ
れ
た
滝
口
義
明
県
連
合
会
副
会
長
の
祝

賀
会
が
同
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
県
内

の
各
商
工
会
長
な
ど
多
数
の
関
係
者
が
出

席
し
、
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

氏
は
佐
伯
郡
大
野
村
（
現
廿
日
市
市
大

野
）
の
出
身
。
地
元
で
あ
る
大
野
町
商
工

会
で
は
、
昭
和
56
年
か
ら
理
事
や
商
工
会

長
を
歴
任
し
、
長
き
に
わ
た
り
商
工
会
の

組
織
改
革
に
尽
力
。
併
せ
て
、
平
成
18
年

か
ら
は
県
連
合
会
の
理
事
と
し
て
、ま
た
、

平
成
27
年
か
ら
は
筆
頭
副
会
長
と
し
て
、

県
連
合
会
の
事
業
推
進
に
多
大
な
る
貢
献

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

『
平
成
29
年
度

　
　臨
時
総
会
』開
催

県　連

平
成
30
年
度 
行
動
指
針

　
　
　「も
う一歩
前
へ
！

　
　
　
　や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」

盛大に行われた祝賀会での記念撮影

8つの議案について審議を行いました
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３
月
９
日
㈮
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
は
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
て
、﹃
平
成
29
年
度
第
４
回
商
工
会

青
年
部
研
修
会
﹄
及
び
﹃
平
成
29
年
度
臨

時
総
会
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
青
連
主
催

の
﹃
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
塾
﹄
の
参
加
者
に

よ
る
報
告
と
、
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事

業
の
実
例
発
表
、
県
青
連
か
ら
の
報
告
の

３
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
塾
の
参
加
報
告
に

は
、
呉
広
域
商
工
会
青
年
部
の
天
本
雅
也

氏
、
広
島
東
商
工
会
の
西
村
容
子
氏
、
三

次
広
域
商
工
会
の
松
山
和
雄
氏
の
３
名
が

登
場
。
そ
れ
ぞ
れ
今
回
参
加
し
て
刺
激
を

受
け
た
こ
と
や
今
後
の
青
年
部
活
動
へ
の

想
い
を
述
べ
ま
し
た
。
第
２
部
の
地
域
再

生
型
提
案
公
募
事
例
発
表
で
は
、
五
日
市

商
工
会
青
年
部
が
﹃
動
画
を
活
用
し
た
青

年
部
お
よ
び
部
員
の
事
業
Ｐ
Ｒ
﹄
に
つ
い

て
、
広
島
東
商
工
会
青
年
部
が
﹃
青
年
部

活
動
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
作
成
﹄
に
つ

い
て
、
福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部
が

﹃
福
山
あ
し
な
未
来
会
議
事
業
﹄
に
つ
い

て
、
呉
広
域
商
工
会
青
年
部
が
﹃
４
彩
色

（Four

カ
ラ
ー
）
レ
シ
ピ
開
発
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄
に
つ
い
て
、
黒

瀬
商
工
会
青
年
部
が
﹃
黒
瀬
ブ
ラ
ン
ド
化

計
画
﹄
に
つ
い
て
、
大
野
町
商
工
会
青
年

部
が
﹃
防
災
ジ
オ
ラ
マ
に
つ
い
て
の
実
績

報
告
﹄
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

第
３
部
と
な
る
県
青
連
か
ら
の
報
告
事

項
で
は
、
次
年
度
の
地
域
再
生
型
提
案
事

業
の
公
募
、
商
工
貯
蓄
共
済
の
加
入
促
進

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
に
開
催
さ
れ
る
﹃
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
（
広
島
大
会
）﹄
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、

今
大
会
で
新
た
に
試
み
る
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
組
替
え
（
初
日
の
“
基
調
講
演
”
と

２
日
目
の
“
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
を
入

れ
替
え
）
や
懇
親
会
の
野
外
（
旧
広
島
市

民
球
場
跡
地
）
で
の
開
催
、
ス
テ
ー

ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
会
場
の
青

年
部
員
に
対
し
て
協
力
を
仰
ぎ
ま
し

た
。研

修
会
後
に
行
わ
れ
た
﹃
平
成
29

年
度
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会
﹄
で
は
、
出
席
者
33
名
、

委
任
状
１
名
、
計
34
名
出
席
の
も
と
、

平
成
29
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
30

年
度
事
業
計
画
書
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
植
田
会
長
の
指
名
に
よ

り
、
黒
瀬
商
工
会
青
年
部
の
麻
田
部

長
を
議
長
に
選
出
。
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第�

１
号
議
案
│
平
成
29
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案
│
平
成
30
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案
│
平
成
30
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

臨
時
総
会
終
了
後
に
は
、
全
国
商
工
会

連
合
会
会
長
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
県
青
連
植
田
会

長
か
ら
、
大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年
部
の

藤
原
浩
一
氏
（
前
県
青
連
副
会
長
）
と
上

下
町
商
工
会
青
年
部
の
伊
達
幸
太
郎
氏

（
前
県
青
連
副
会
長
）
に
賞
状
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

研修会には113名が参加

「
平
成
29
年
度

　
第
４
回
研
修
会
及
び

　
　
　
臨
時
総
会
」開
催
県　青　連
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こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
新
規
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
役
員
会
及
び
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
議
案
は
、
賛
成
多
数
で
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
カ
ラ
ー
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
協
会
の
代
表
理
事�

桑
野
優
子
氏

が
﹃
色
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
へ
導
く
７
つ

の
理
由
﹄
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。桑
野
氏
は
冒
頭
、﹃
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ラ
ー

理
論
﹄に
つ
い
て
解
説
。ビ
ジ
ネ
ス
カ
ラ
ー

理
論
と
は
、
色
彩
心
理
学
が
ベ
ー
ス
と
な

り
“
行
動
科
学
”
“
臨
床
実
験
”
“
視
覚

心
理
物
理
学
”
“
統
計
学
”
の
４
つ
の
要

素
を
総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
。
個
人
の

感
性
や
趣
味
嗜
好
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
業
績
、
売
上
、
集
客
ア
ッ
プ
の

た
め
の
理
論
で
す
。
桑
野
氏
が
代
表
を
務

め
る
日
本
カ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
協
会
で

は
、
色
を
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
ツ
ー
ル
の
一
つ

と
捉
え
以
下
の
７
つ
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

１
．
人
間
の
目
は
色
を
最
も
早
く
認
知
す

る
。

２
．
人
間
の
目
は
色
を
見
て
、
そ
れ
が
何

で
あ
る
か
を
瞬
時
に
判
断
す
る
。

３
．
人
間
の
目
は
色
を
見
て
、
そ
れ
に
興

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

３
月
６
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

広
島
に
て
﹃
平
成
29
年
度�
臨
時
総
会
及

び
第
３
回
研
修
会
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
、
出
席
者
26
人
、
委
任
状

７
人
、
計
33
人
出
席
の
も
と
、
平
成
29
年

度
補
正
予
算
及
び
平
成
30
年
の
事
業
計
画

案
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
県
女

性
連
表
彰
の
表
彰
式
で
は
、
世
羅
町
商
工

会
の
吉
口
太
賀
子
氏
に
平
成
29
年
度
全
国

商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
の
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
設
け
ら
れ
た

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
に

は
15
名
が
選
ば
れ
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
安
芸
高
田
市
商
工
会
の
上
松
洋
子
氏
が

井
上
会
長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
２
９
０
名
に
感
謝
状
も
贈

ら
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
安
古
市
町
商
工
会
女
性

部
の
中
谷
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
３
つ

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
以
下
の
通
り
。

第�

１
号
議
案
︱
平
成
29
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案
︱
平
成
30
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案
︱
平
成
30
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

�

第
２
号
議
案
の
平
成
30
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
の
説
明
で
執
行
部
は
、
来
年

度
実
施
さ
れ
る
役
員
の
改
選
に
ふ
れ
、
さ

ら
に
魅
力
的
な
女
性
部
を
目
指
す
べ
く
、

味
が
あ
る
か
な

い
か
を
判
断
す

る
。

４
．
人
間
の
目
は

色
を
形
（
文

字
・
数
字
）
よ

り
記
憶
に
残
り

や
す
い
。

５
．
人
間
の
目
は

色
か
ら
受
け
た

イ
メ
ー
ジ
を
他

の
感
覚
に
繋
げ

て
い
く
。

６
．
人
間
の
目
は
色
に
よ
っ
て
本
能
を
刺

激
さ
れ
る
。

７
．
人
間
の
目
は
色
の
変
化
に
最
も
速
く

反
応
す
る
。

講
演
で
は
、
こ
の
７
つ
を
踏
ま
え
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
挟
み
な
が
ら
色
が
も
た

ら
す
効
果
に
つ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か

ら
学
習
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
29
年
度
女
性
部
地
域
再

生
型
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
む
２
つ
の

商
工
会
女
性
部
が
、
そ
の
内
容
と
状
況
を

発
表
。﹃
外
国
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
お
も
て

な
し
交
流
事
業
﹄
に
取
り
組
む
五
日
市
商

工
会
女
性
部
で
は
、
中
国
人
観
光
客
に
対

応
す
る
た
め
の
中
国
語
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
。「
３

月
18
日
に
は
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
寄

港
予
定
。
お
茶
席
を
出
展
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
続
い
て
発
表
を
行
っ
た
黒
瀬
商
工
会

女
性
部
で
は
地
域
を
盛
り
上
げ
る
ご
当
地

ソ
ン
グ
を
作
成
。
広
島
出
身
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

神
南
昌
一
さ
ん
が
作

曲
を
手
掛
け
、
作
詞
は
地
域
の
人
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
女
性
部
員
が
担
当
し

ま
し
た
。
完
成
し
た
楽
曲
は
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
紹
介
さ
れ
、
評
判
も
上
々
。「
女
性

部
の
慰
問
な
ど
コ
ー
ラ
ス
活
動
で
も
ど
ん

ど
ん
聞
い
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

「
平
成
29
年
度

　
臨
時
総
会
及
び

　
　
第
３
回
研
修
会
」開
催
県 女 性 連

臨時総会では、3つの議案について審議され、全
て賛成多数で承認・可決されました

研修会で講演を行った桑田優子氏。壇上から
降りて、参加者の意見に耳を傾けていました
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

平
成
30
年
１
月
25
日
㈭
、
広
島
市
文
化

交
流
会
館
に
て
、
県
内
33
商
工
会
か
ら

１
０
２
名
の
参
加
に
よ
り
「
平
成
29
年
度�

商
工
会
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
例
年
開
催
し
て
い

る
「
商
工
会
監
事
研
修
会
」
を
、
商
工
会

役
員
を
対
象
と
し
た
「
商
工
会
役
員
セ
ミ

ナ
ー
」
に
拡
大
し
た
も
の
で
、
商
工
会
組

織
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
課
題
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

１
部
は
「
小
規
模
基
本
法
」
の
制
定
と

「
小
規
模
支
援
法
」
の
改
正
が
意
図
す
る

も
の
や
経
営
発
達
支
援
事
業
の
本
質
、
国

が
求
め
る
商
工
会
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
を

理
解
す
る
た
め
「
商
工
会
組
織
に
お
け
る

小
規
模
事
業
者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
第
２
部
は
小
規
模

事
業
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
「
働
き
方
改
革
」と
「
人
手
不
足
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
講
演
で
は
、
小
規
模
事
業
者

の
立
場
か
ら
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

の
制
定
か
ら
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
の
創
設
な
ど
に
、
経
済
産
業
省
の
小
規

模
企
業
施
策
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
参

画
さ
れ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
小
規
模
企

業
経
営
支
援
協
会
理
事
長
の
立
石
裕
明
氏

平成29年度平成29年度
「
商
工
会
役
員

　セ
ミ
ナ
ー
開
催
」

「
商
工
会
役
員

　セ
ミ
ナ
ー
開
催
」

「
商
工
会
役
員

　セ
ミ
ナ
ー
開
催
」

県  

連

が
「
小
規
模
基
本
法
」
の
成
立
に
か
け
た

思
い
と
裏
話
に
つ
い
て
力
説
。

「
哲
学
が
変
わ
っ
た
の
で
す
！
」
と
第

一
声
を
発
し
た
立
石
氏
は
、「
従
来
は

﹃
成
長
発
展
﹄
す
る
企
業
を
応
援
す
る
と

い
う
の
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
小
規
模
基

本
法
に
よ
り
、
成
長
発
展
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
地
域
に
根
差
し
、
地
域
を
支
え
、

雇
用
を
維
持
し
て
頑
張
る
小
規
模
事
業

者
、
い
わ
ゆ
る
﹃
事
業
の
持
続
的
発
展
﹄

を
目
指
す
小
規
模
事
業
者
に
も
支
援
の
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
国
が
決
め
た
。

﹃
商
工
会
・
商
工
会
議
所
﹄
に
再
び
光
が

当
て
ら
れ
、
全
国
津
々
浦
々
の
市
町
村
に

お
け
る
中
核
の
支
援
機
関
と
な
る
こ
と
を

国
が
決
め
た
。」
と
述
べ
、
こ
れ
に
連
動

し
て
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

に
象
徴
さ
れ
る
予
算
の
増
額
や
、
商
工
会

に
対
し
て
は
「
経
営
発
達
支
援
事
業
」
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

国
が
「
哲
学
」
を
変
え
て
ま
で
作
っ
た

こ
れ
ら
法
律
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
く
み

取
り
、
今
吹
い
て
い
る
「
追
い
風
」
を
商

工
会
が
こ
れ
か
ら
も
享
受
す
る
た
め
に
、

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
等
の
関
係
機
関
と
も
連

携
を
強
化
し
、「
経
営
発
達
支
援
事
業
」

の
実
施
と
「
組
織
改
革
」
を
行
い
、
商
工

会
が
し
っ
か
り
と
成
果
を
出
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
断
言
。
小
規
模

基
本
法
の
制
定
か
ら
４
年
が
経
ち
、
実
施

方
針
が
見
直
さ
れ
る
平
成
30
年
度
末
ま
で

の
残
さ
れ
た
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
中
で
、

評
価
さ
れ
る
組
織
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
切
に
訴
え
か
け
第
１
部
を
終
え

ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
ま
ず
、
広
島
労
働
局�

川
口
局
長
よ
り
、「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
お
け
る
﹃
働
き
方
改
革
﹄
に
向

け
た
政
府
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

川
口
局
長
は
、「
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
人
口
の
減
少
・
人
手
不
足
の
現
状
」

「
女
性
・
高
齢
者
等
の
活
躍
促
進
」
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
手
不
足
解

消
」
の
３
点
が
、﹃
働
き
方
改
革
﹄
に
取

組
ん
で
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

特
に
広
島
県
は
全
国
平
均
よ
り
厳
し
い
人

手
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
２
部
後
半
で
は
、
第
１
部

の
講
師�

立
石
氏
に
よ
り
「
働
き
方
改
革
・

人
手
不
足
を
巡
る
小
規
模
事
業
者
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

立
石
氏
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
と
経

立石氏による講演会の様子

済
産
業
省
が
主
催
す
る
「
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
働
き
方
改
革
・
人
手
不
足

対
応
に
関
す
る
検
討
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
小
規
模
事
業
者
の
立
場
か
ら
様
々

な
提
言
を
さ
れ
お
り
、
本
講
演
で
は
、
冒

頭
に
小
規
模
事
業
者
・
小
規
模
事
業
者
政

策
に
潜
む
「
偏
見
と
誤
解
」
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
小
規
模
事
業
者
の
現
状
や
実
例

を
交
え
な
が
ら
小
規
模
事
業
者
が
真
に
必

要
と
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
熱
弁
し
、
聴

講
者
に
大
き
な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
経

営
発
達
支
援
事
業
の
意
義
を
よ
く
理
解
で

き
た
」
「
支
援
事
業
を
推
進
す
る
上
で
の

意
識
改
革
に
活
か
す
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
受
講
者
で
あ
る
商
工
会
の
役
員
に

と
っ
て
実
り
多
き
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
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「
２
０
１
７
年
、
弊
社
は

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

６
年
前
に
現
社
長
が
就
任
し

て
か
ら
、“
一
世
紀
経
営
”

を
目
指
し
て
、
社
員
満
足
度

の
向
上
を
方
針
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

長
時
間
労
働
の
是
正
や
有
給

休
暇
取
得
推
進
が
行
わ
れ
、

そ
れ
が
結
果
的
に
弊
社
に
お

け
る
働
き
方
改
革
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
、
東
洋
シ
ー
ト

総
務
部
の
西
川
主
任
は
語

る
。

　

東
洋
シ
ー
ト
で
は
平
成
23

年
以
来
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
経
営
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
経
営
へ
の
転
換
を
図
っ
て

い
る
。
平
成
26
年
に
は
企
業

活
動
の
意
義
を
示
す
「
経
営

大
義
」
を
作
成
。
大
義
の
中

に
「
社
員
満
足
第
一
主
義
を

貫
く
」
「
温
か
さ
と
独
自
性

で
世
界
を
笑
顔
に
し
、
子
供

た
ち
の
未
来
を
創
造
す
る
」

と
い
っ
た
項
目
が
あ
り
、
こ

の
大
義
を
達
成
す
る
活
動

が
、
※

Ａ
Ｓ
向
上
活
動
と
な

り
、
結
果
的
に
働
き
方
改
革

へ
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
。

　
「
実
は
活
動
を
始
め
た
時

も
現
在
も
、
弊
社
で
は
“
働

き
方
改
革
”と
い
う
意
識
で
、

取
組
を
行
っ
て
き
た
つ
も
り

は
な
い
の
で
す
。
た
だ
社
員

の
満
足
を
第
一
に
考
え
、
取

り
組
ん
で
き
た
経
営
改
革

が
、
昨
今
言
わ
れ
て
い
る

“
働
き
方
改
革
”
に
重
な
っ

た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
」

　

取
組
を
開
始
す
る
に
当

た
っ
て
、
ま
ず
同
社
で
は
海

外
工
場
も
含
む
全
社
員
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。「
就
業
規
則
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
「
有
給
休
暇

は
取
り
や
す
い
で
す
か
？
」

な
ど
、
会
社
風
土
、
仕
組
み

等
に
関
す
る
質
問
を
社
員
に

投
げ
掛
け
、
そ
の
回
答
を
数

値
化
し
、
問
題
を
洗
い
出
し

て
い
っ
た
。

　

例
え
ば
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
試

み
の
一
つ
に
、「
ふ
れ
あ
い

の
会
」が
あ
る
。こ
れ
は
「
社

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
て
い
な
い
」
と
い

う
回
答
を
受
け
て
行
っ
た
も

の
で
、
国
内
の
社
員
８
０
０

人
中
、
４
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
、
部
署
を
越
え
て
交
流

を
行
っ
た
。
今
後
も
、毎
年
、

同
内
容
の
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
更
な
る
改
革
を

目
指
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
東
洋

シ
ー
ト
に
お
け
る
改
革
は
社

員
の
声
を
取
り
上
げ
、
社
員

の
求
め
に
応
じ
た
取
組
と

な
っ
て
い
る
。

　

東
洋
シ
ー
ト
で
は
、
毎
年

社
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
な

が
ら
、
計
画
的
に
取
組
を
進

め
て
い
る
。同
時
に
「
革
変
」

と
命
名
さ
れ
た
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決

め
て
問
題
点
の
解
決
や
、
社

員
自
ら
経
営
改
革
の
一
環
で

あ
る
新
規
事
業
と
合
わ
せ
て

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

チ
ー
ム
は
、
若
手
・
中
堅
が

混
在
す
る
10
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
半
年
か
け
て
活

動
を
行
う
と
次
の
10
人
へ
と

第１回認定企業

株式会社東洋シート

所在地
〒736-0002 広島県安芸郡海田町国信1-6-25

事業内容
自動車用シートおよび幌の開発・製造

職員数
805名（男性718名、女性77名）

・「社員満足」を軸に据えた理念の構築
・社員一人ひとりが職場の問題を提起し、解決策を考える
・アンケートや面談から社員の声を吸い上げた地道な改革
・無駄な業務の洗い出しと多能工化による時間外削減
・社内報を活用して意義や新制度を繰り返し周知

社員一人ひとりが経営者視点で考える、
働き方＆経営改革

社
員
に
よ
る
、
社
員
の

た
め
の
改
革

独
自
の
社
員
満
足
向
上
活

動
が
働
き
方
改
革
に
直
結

改
革
を
通
し
て
社
員
一

人
ひ
と
り
が
経
営
者
の

目
を
養
う

社
員
の
意
見
を
把
握
し
、
業

務
の
効
率
化
・
多
能
工
化

※�

Ａ
Ｓ
はA

ssociate�Satisfac-
tion

の
略
。
現
社
長
の
思
い
を

反
映
し
て
、E

m
ployee

（
社

員
）
で
は
な
く
、�A

ssociate

（
仲
間
）
の
意
の
単
語
を
使
用
し

て
い
る
。

（広島安芸商工会）

特集　広島県働き方改革実践企業認定制度−取組事例−
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バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
革
変
」
が
設
け
ら
れ
た

背
景
に
は
、
職
場
の
違
う
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
職
場
で

の
問
題
を
提
起
し
解
決
方
法

を
話
し
合
う
中
で
、“
経
営

者
の
目
線
を
養
っ
て
ほ
し

い
”
と
い
う
ト
ッ
プ
の
狙
い

が
あ
っ
た
と
い
う
。
総
務
部

の
藤
谷
主
務
は
、「
議
論
を

通
し
て
社
員
の
創
造
力
を
引

き
出
し
、
そ
れ
が
働
き
が
い

と
な
り
、
満
足
度
の
向
上
に

つ
な
が
れ
ば
と
い
う
期
待
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
が
、
そ

の
期
待
は
“
社
員
一
人
ひ
と

り
の
成
長
”
と
し
て
実
を
結

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

実
際
、
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
藤
谷
主
務

も
、「
チ
ー
ム
の
話
し
合
い

の
中
で
女
性
活
躍
の
在
り
方

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
有

効
活
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
を
担

う
一
員
と
し
て
広
い
視
野
を

持
て
た
こ
と
は
す
ご
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。」
と
、
活

動
の
成
果
を
語
る
。

　

前
出
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
有
給
休
暇
を
取
れ
る
環
境

で
な
い
」
と
い
う
声
に
応
え

て
「
計
画
有
給
休
暇
制
度
」

を
導
入
し
、「
評
価
が
明
確

で
な
い
」
と
い
う
声
に
対
し

て
は
、
個
々
の
目
標
を
設
定

す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
」
を
設
け
る
な
ど
の
新
制

度
も
導
入
。

　
「
計
画
有
給
休
暇
制
度
」

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
業

務
の
効
率
化
（
無
駄
な
業
務

の
洗
い
出
し
や
省
略
）
や
多

能
工
化
を
図
り
、
生
産
ラ
イ

ン
に
は
連
続
休
暇
を
導
入
す

る
な
ど
し
て
、
年
５
日
以
上

の
有
給
休
暇
を
取
得
で
き
る

体
制
を
整
え
た
。そ
の
結
果
、

有
給
休
暇
消
化
率
は
28
％

（
平
成
26
年
）
か
ら
39
％
（
平

成
28
年
）
に
増
加
。
平
成
29

年
は
45
％
に
目
標
を
設
定
し

て
い
る
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
」

で
は
社
員
が
上
司
と
一
対
一

の
面
談
を
行
い
個
々
の
目
標

を
設
定
。
過
程
も
含
め
て
、

具
体
的
な
数
値
で
評
価
す
る

仕
組
み
を
実
験
的
に
行
っ
て

い
る
最
中
だ
と
い
う
。
総
務

部
の
西
川
主
任
は
「
既
に
海

外
の
工
場
で
も
行
っ
て
お

り
、
社
員
の
声
の
吸
い
上
げ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
思
わ
ぬ
成
果
で
し

た
」
と
、
取
組
途
中
で
は
あ

る
が
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
」
か
ら
生
ま
れ
た
相
乗
効

果
を
評
価
す
る
。

　

取
組
を
円
滑
に
進
め
て
い

く
に
は
、
様
々
な
苦
労
や
工

夫
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
連
の

取
組
を
進
め
て
き
た
西
川
主

任
は
、「
と
に
か
く
軸
と
な

る
の
は
、
経
営
大
義
に
あ
る

“
社
員
満
足
”
に
沿
っ
て
い

る
か
ど
う
か
で
す
。
こ
こ
が

ぶ
れ
な
い
よ
う
に
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
他
社
の
事

例
も
一
部
参
考
に
し
ま
し
た

が
、
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
自
社
の
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
ま
し
た
」
と

留
意
点
に
つ
い
て
言
及
し
て

く
れ
た
。
前
述
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ー
ト
を
作
る
際
も
、
ま

ず
役
職
ご
と
の
役
割
や
ス
キ

ル
を
明
確
に
し
た
上
で
、
他

社
の
評
価
基
準
を
参
考
に
、

東
洋
シ
ー
ト
独
自
の
評
価
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
っ
た

そ
う
だ
。

　

新
し
い
改
革
を
進
め
よ
う

と
す
る
と
き
、「
ど
う
し
て

も
変
化
に
懐
疑
的
に
な
る
人

や
、
過
去
の
や
り
方
に
と
ら

わ
れ
て
し
ま
う
人
が
一
定
数

は
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
改

革
の
重
要
性
が
十
分
に
伝

わ
っ
て
な
い
か
ら
だ
と
私
た

ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
切

な
の
は
粘
り
強
く
伝
え
て
い

く
こ
と
で
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
す
」

と
語
る
藤
谷
主
務
。
上
司
が

面
談
を
行
う
こ
と
や
「
改
善

報
告
会
」
を
継
続
的
に
行
う

こ
と
、「
社
内
報
」
な
ど
も

活
用
し
て
繰
り
返
し
制
度
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
く
こ
と

が
有
効
だ
と
同
社
で
は
考
え

て
い
る
。

　

経
営
企
画
室
の
松
田
さ
ん

は
「
残
業
削
減
を
意
識
し
は

じ
め
て
か
ら
、
職
場
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
ア
ッ
プ
し
た
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ラ
ン

チ
会
を
楽
し
む
な
ど
、
ゆ
と
り

と
一
体
感
が
芽
生
え
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

育
休
を
１
年
取
っ
て
職
場

復
帰
し
た
野
津
さ
ん
は
、

「
上
司
が
率
先
し
て
仕
事
の

標
準
化
を
行
っ
て
く
れ
る
の

で
、
以
前
よ
り
も
有
給
休
暇

が
取
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
弊
社
は
以
前
か
ら
女
性

の
就
業
継
続
に
積
極
的
な
会

社
で
す
。
育
休
後
の
復
職
率

も
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
。
子

育
て
の
大
変
さ
を
理
解
し
て

く
れ
て
い
る
先
輩
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
休
み
が
必
要

な
時
の
カ
バ
ー
体
制
も
万
全

で
安
心
し
て
働
け
ま
す
」
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
評

価
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
野
津
さ
ん
の

よ
う
な
女
性
社
員
が
さ
ら
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
活
躍

の
領
域
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
も

あ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
、
総
務
部
の
小
林

部
長
が
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
れ
た
。

　
「
女
性
活
躍
や
高
齢
者
雇

用
、
職
場
改
善
な
ど
、
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

で
も
い
き
な
り
１
０
０
％
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
弊
社

で
は
社
員
一
人
ひ
と
り
が
経

営
者
の
視
点
を
養
い
な
が

ら
、
広
い
視
野
で
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
社

員
の
挑
戦
が
、
会
社
だ
け
で

な
く
、
ひ
い
て
は
社
会
の
未

来
も
変
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」

改
革
に
必
要
な
の
は

繰
り
返
し
説
明
す
る
こ
と

社
員
満
足
に
沿
っ
て
取
組

を
確
立
し
、
継
続
的
に
Ｐ
Ｒ
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「
弊
社
は
先
代
か
ら
続
く

“
大
家
族
主
義
経
営
”
の
も

と
、
従
業
員
一
人
一
人
に
目

を
配
り
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
漬

物
で
お
な
じ
み
山
豊
の
代
表

取
締
役
社
長
山
本
千
曲
氏

だ
。

　
「
山
豊
の
味
」
を
伝
承
し

て
い
く
に
は
、
ど
う
し
て
も

そ
の
味
を
生
み
出
す
従
業
員

に
長
く
働
い
て
も
ら
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
同
社

で
は
、
か
ね
て
よ
り
従
業
員

を
家
族
の
よ
う
に
思
う
心
が

企
業
精
神
と
し
て
定
着
し
て

お
り
、
働
き
や
す
い
環
境
整

備
に
熱
心
な
風
土
が
育
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
た
び
の
働
き

方
改
革
に
向
け
た
取
組
も
、

家
族
（
従
業
員
）
を
大
切
に

す
る
山
豊
に
と
っ
て
は
必
然

の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
弊
社
の
場
合
、
勤
続
年

数
が
長
く
、
従
業
員
の
平
均

年
齢
は
51
・
88
歳
と
高
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
従
業
員
も
41

名
と
、
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
シ
ニ
ア
従

業
員
も
安
心
し
て
働
け
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
し
た
。

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層

が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
を

実
現
さ
せ
る
に
、
何
を
行
え

ば
よ
い
か
を
検
討
し
た
結

果
、
ま
ず
長
時
間
労
働
の
是

正
と
有
給
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
重
点
的

に
見
直
そ
う
と
な
っ
た
わ
け

で
す
」

　

自
社
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
経
緯
に
つ
い
て
そ
う
語

る
山
本
社
長
だ
が
、
職
場
の

効
率
化
を
実
現
し
な
い
こ
と

に
は
、
残
業
削
減
も
休
暇
の

取
得
も
難
し
か
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
機

械
化
や
多
能
工
化
を
促
進

し
、
業
務
の
標
準
化
を
推
進

し
て
い
っ
た
。
多
能
工
化
に

関
し
て
は
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
と

同
時
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
な
ど
技
能
の
見
え
る
化
を

行
っ
た
。
ま
た
、
製
造
現
場

で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
と

若
手
従
業
員
が
ペ
ア
に
な

り
、
業
務
手
順
等
を
教
育
す

る
ペ
ア
就
労
の
取
組
も
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
に

よ
り
、「
こ
の
人
し
か
で
き

な
い
」
と
い
う
業
務
を
無
く

し
、
誰
が
休
ん
で
も
業
務
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
カ
バ
ー

体
制
や
技
能
伝
承
の
仕
組
み

を
整
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

有
給
休
暇
の
取
得
状
況
は
会

社
か
ら
メ
ー
ル
で
通
知
さ

れ
、
従
業
員
自
ら
が
取
得
状

況
を
把
握
し
、
取
得
向
上
を

意
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
同
社
の
大
家
族
主

義
経
営
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は

「
誰
か
の
た
め
＝
自
分
の
た

め
」
と
い
っ
た
考
え
を
、
繰

り
返
し
従
業
員
に
唱
え
て
き

た
山
本
社
長
の
功
績
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。「�

改

革
・
改
善
と
い
う
と
、
と
か

く
会
社
対
従
業
員
と
い
っ
た

構
図
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で

す
。
他
人
事
で
は
な
く
、
自

分
事
と
し
て
受
け
止
め
て
も

ら
え
る
よ
う
何
度
も
丁
寧
に

説
明
し
、
従
業
員
に
“
得

心
”
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
す
」

　

改
革
・
改
善
を
前
面
に
出

す
と
、
従
業
員
の
中
に
は
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

株式会社山豊

所在地
〒731-3196 広島市安佐南区伴東町79-2

事業内容
食料品製造

職員数
103名（男性41名、女性62名）

・�大家族主義経営のもと、シニア世代や子育て世代など様々な従業員の働き方を
応援
・ジョブローテーションや技能の見える化で、業務の標準化と効率化を実現
・有給休暇の取得状況を個人メールに通知
・�経営者からの丁寧な説明と従業員の理解に基づく、少しずつ着実な改革・改善
・育児休業後の職場復帰率は100％ !�会社ぐるみで子育てを応援する気風

従業員の得心を尊重した少しずつ着実な改革

家
族
を
思
う
気
持
ち
で
、

働
き
や
す
い
環
境
を
形
成

大
家
族
主
義
経
営
と
シ
ニ

ア
従
業
員
に
配
慮
し
た
働

き
方
改
革

（沼田町商工会）

第１回認定企業
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否
定
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

特
に
大
切
な
味
を
守
っ
て
き

た
山
豊
の
従
業
員
に
と
っ

て
、
積
み
重
ね
て
き
た
経
験

は
誇
り
で
も
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
経
営
者
自
身
に
よ
る
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、

社
長
自
身
こ
こ
に
一
番
心
を

砕
い
て
従
業
員
の
理
解
と
協

力
を
求
め
た
そ
う
だ
。

　
「
企
業
で
あ
る
以
上
、
同

じ
こ
と
を
や
り
続
け
て
い
る

よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
し

か
し
会
社
の
現
状
や
従
業
員

の
思
い
か
ら
、
あ
ま
り
に
も

か
け
離
れ
た
改
革
で
は
意
味

が
な
い
の
で
す
」
と
山
本
社

長
は
強
調
す
る
。
前
述
の
と

お
り
、
同
社
で
は
従
業
員
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
長
く
継

続
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
現
実
に
即
し
て
無

理
の
な
い
“
少
し
ず
つ
着
実

な
改
革
”
を
推
進
し
て
い
る

が
、
こ
れ
こ
そ
が
、
山
豊
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
最
大

の
特
長
で
あ
る
。

　

改
革
の
結
果
、
勤
務
時
間

の
短
縮
や
、
有
給
休
暇
の
取

得
し
や
す
さ
も
向
上
。
生
産

量
や
売
上
高
は
落
ち
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
経
費
削
減
に
成

功
し
、
生
産
性
は
向
上
し
た

と
い
う
。
数
字
に
し
っ
か
り

成
果
が
現
れ
て
い
る
一
方

で
、
従
業
員
の
方
は
生
産
性

が
変
わ
っ
た
と
い
う
特
段
の

意
識
は
抱
い
て
い
な
い
と
い

う
。
業
務
の
延
長
線
と
し
て

従
業
員
が
働
き
方
改
革
の
取

組
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
か

ら
こ
そ
の
成
果
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
同
社
が
、
今
後
最

も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
る
の
が
、
子
育
て
世
代
の

た
め
の
環
境
整
備
で
あ
る
。

す
で
に
同
社
で
は
育
児
休
暇

と
復
帰
に
向
け
た
環
境
整

備
、
就
学
前
の
子
供
を
持
つ

従
業
員
の
短
時
間
勤
務
制

度
、
家
族
と
過
ご
す
た
め
の

ノ
ー
残
業
デ
ー
（
週
２
回
）、

さ
ら
に
は
男
性
従
業
員
の
育

児
参
加
を
応
援
す
る
取
組
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
不
十
分
だ
と
経
営

陣
は
考
え
て
い
る
。

　
「
将
来
、
主
力
と
な
る
で

あ
ろ
う
30
代
か
ら
40
代
の
社

員
が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

し
て
い
く
に
は
、
今
の
制
度

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

就
学
前
の
保
育
環
境
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
小
学
校
入
学

後
の
例
え
ば
学
童
保
育
支
援

と
い
っ
た
こ
と
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
と
弊
社
だ
け

で
負
担
す
る
の
は
大
変
で

す
。
例
え
ば
の
話
で
す
が
、

近
隣
の
企
業
と
協
力
し
て
、

そ
う
し
た
施
設
を
用
意
す
る

こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

平
成
30
年
に
向
け
た
新
卒

採
用
の
活
動
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
学
生
た
ち
と
面
談
し
て

み
て
、
あ
ら
た
め
て
若
者
世

代
が
労
務
環
境
に
高
い
関
心

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
と
い
う
。
そ
ん
な
中
、

今
ま
で
働
き
方
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
間
違

い
で
は
な
か
っ
た
と
手
応
え

を
感
じ
て
お
り
、
同
社
に

と
っ
て
良
い
ア
ピ
ー
ル
材
料

と
な
り
、
認
定
を
受
け
た
こ

と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
感

じ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
に

育
児
休
業
を
終
え
て
職
場
に

復
帰
し
て
き
た
先
輩
従
業
員

た
ち
も
、
若
手
授
業
員
に
は

心
強
い
存
在
だ
。
同
社
で
は

技
能
を
育
て
て
い
く
た
め
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
休
業
前
と
同
じ
職
場
に

復
帰
し
て
も
ら
い
、
キ
ャ
リ

ア
が
中
断
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

育
児
休
業
後
に
復
帰
し

た
、
商
品
開
発
部
の
佐
々
木

さ
ん
は
「
現
在
は
時
短
勤
務

を
活
用
し
て
、
子
育
て
と
仕

事
を
両
立
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
出
産
・
子
育
て
を
経

験
し
た
先
輩
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
子
育
て
の
悩
み
を

相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
社
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
子

ど
も
を
連
れ
て
く
る
と
、
ベ

テ
ラ
ン
社
員
さ
ん
た
ち
が
孫

の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
光
景
を
見
て
い

た
ら
、
こ
の
会
社
で
働
き
な

が
ら
子
育
て
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
」

と
、
大
家
族
主
義
経
営
な
ら

で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ

た
。
総
務
部
で
業
務
の
効
率

化
を
担
当
す
る
田
中
さ
ん
も

「
そ
う
し
た
従
業
員
の
声
を

聞
く
の
が
何
よ
り
の
励
み

だ
」
と
言
う
。

　

一
方
、
入
社
30
年
目
を
迎

え
る
76
歳
の
勝
部
さ
ん
は
、

ご
夫
婦
で
山
豊
に
勤
め
る
ベ

テ
ラ
ン
従
業
員
。
現
在
は
ご

自
身
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
、
週
休
３
日
を
ベ
ー

ス
と
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
。

　

さ
ほ
ど
忙
し
く
な
い
時
期

は
半
日
で
帰
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
そ
ん
な
柔
軟
な
働

き
方
に
つ
い
て
勝
部
さ
ん

は
、「
と
に
か
く
会
社
に
来

る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
こ

こ
は
同
世
代
も
多
く
、
毎
日

孫
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働

き
な
が
ら
元
気
を
も
ら
え
る

の
が
い
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
た
。

　

家
族
を
思
う
よ
う
な
思
い

や
り
の
心
が
、
同
社
の
働
き

方
改
革
の
原
動
力
で
あ
る
こ

と
が
、
従
業
員
た
ち
の
言
葉

か
ら
も
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

今
後
の
課
題
は

子
育
て
世
代
の
応
援
を

ど
う
す
る
か

現
実
に
即
し
た
少
し
ず
つ

着
実
な
改
革
と
子
育
て
世

代
へ
の
対
応

多
様
な
働
き
方
に
よ
り

採
用
も
変
わ
る

シ
ニ
ア
世
代
も
子
育
て
世

代
も
長
く
安
心
し
て
働
け

る
職
場
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「
私
ど
も
の
会
社
は
少
人

数
で
す
か
ら
、
事
業
を
円
滑

に
行
っ
て
い
く
に
は
、
一
人

一
人
の
従
業
員
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
働
き
方
改
革
が
必

要
だ
と
思
い
、
取
組
を
開
始

し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
千

代
田
工
務
店
総
務
課
の
玉
川

さ
ん
。
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で

耳
に
し
て
い
た
も
の
の
、
正

直
言
っ
て
「
少
人
数
の
会
社

に
は
関
係
な
い
こ
と
」
と

思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
い
ざ
始
め
よ
う

と
し
て
何
か
ら
手
を
付
け
て

い
い
の
か
思
い
浮
か
ば
な

い
。
迷
っ
た
末
に
推
進
役
の

玉
川
さ
ん
は
、
手
始
め
に
従

業
員
の
声
を
集
め
る
た
め
、

自
身
を
窓
口
に
し
た
「
よ
ろ

ず
相
談
窓
口
」
を
設
け
た
。

あ
え
て
窓
口
を
玉
川
さ
ん
に

し
た
の
は
、
同
じ
従
業
員
の

自
分
な
ら
、
同
僚
た
ち
も
気

兼
ね
な
く
本
音
が
言
え
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
弊
社
に
は
50
代
、
60
代

の
従
業
員
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
っ
と
、
自

分
自
身
の
健
康
の
こ
と
や
家

族
の
介
護
な
ど
、
仕
事
や
生

活
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
多

様
な
働
き
方
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
相
談
で
き
る

場
所
が
社
内
に
あ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

一
緒
に
悩
ん
で
、
答
え
を

見
つ
け
て
く
れ
る
窓
口
の
存

在
は
従
業
員
に
と
っ
て
安
心

で
き
る
職
場
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
「
健
康
管
理
も
仕
事
の
一

つ
と
考
え
、
弊
社
で
は
互
い

に
声
を
掛
け
合
い
、
体
調
が

悪
そ
う
な
人
が
い
た
ら
、
即

休
ん
で
病
院
へ
行
く
よ
う
に

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
仕
事
を
休
ん
だ
人

の
カ
バ
ー
も
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
玉

川
さ
ん
。

　

土
木
建
設
業
は
現
場
仕
事

の
た
め
、
仕
事
が
終
わ
る
の

は
夕
方
５
時
頃
。
疲
れ
を
明

日
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
、

千
代
田
工
務
店
で
は
残
業
は

一
切
行
っ
て
い
な
い
そ
う

だ
。
病
気
や
通
院
な
ど
で
有

給
休
暇
を
取
る
際
は
、
業
務

を
柔
軟
に
カ
バ
ー
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
が
、今
後
、

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
も

努
め
て
い
く
と
い
う
。
千
代

株式会社千代田工務店

所在地
〒731-1533 広島県山県郡北広島町有田 819-1

事業内容
土木建設業

職員数
11名（男性９名、女性２名）

・従業員の声をひろう「よろず相談窓口」の設置
・個々のスキルアップで業務の標準化を促進
・資格取得が働き方改革にもつながる
・多彩な行事でコミュニケーションを活発化

改革で魅力ある職場づくり

働
き
方
改
革
に
、

規
模
な
ん
て
関
係
な
い

少
人
数
の
会
社
だ
か
ら
こ

そ
働
き
方
改
革
が
重
要
！

有
資
格
者
の
多
さ
が

休
み
や
す
い
環
境
も
支

え
る

資
格
取
得
を
支
援
し
て
、
業

務
の
標
準
化
を
促
進

（北広島町商工会）

第１回認定企業 Vol.3
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田
工
務
店
は
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
、

「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
１
７
（
中
小
規
模
法
人

部
門
）」
に
も
認
定
さ
れ
て

い
る
。

　

建
設
業
界
で
は
業
務
を
請

け
負
う
際
、
現
場
に
よ
っ
て

一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
資
格
保

持
者
が
い
る
こ
と
が
条
件
に

な
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

誰
か
が
休
む
際
に
も
、
有
資

格
者
が
一
人
も
い
な
い
と
い

う
事
態
を
避
け
る
た
め
、
千

代
田
工
務
店
で
は
以
前
か

ら
、
従
業
員
に
積
極
的
な
資

格
取
得
を
奨
励
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
11
人
の
現
場
担
当

者
の
う
ち
、
７
人
が
一
級
土

木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
保

持
者
。
他
に
も
複
数
の
資
格

を
持
つ
“
資
格
ホ
ル
ダ
ー
”

が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
。

資
格
取
得
の
費
用
も
会
社
が

負
担
し
、
試
験
で
仕
事
を
休

む
場
合
も
公
休
扱
い
と
な

り
、
従
業
員
一
人
一
人
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
会
社
が

全
面
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

「�

私
た
ち
の
業
界
で
は
、
仕

事
を
請
け
負
う
際
、
資
格
が

必
須
要
件
と
な
り
ま
す
の

で
、
取
得
サ
ポ
ー
ト
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
、
資
格
取

得
は
、
従
業
員
の
活
躍
の
領

域
を
広
げ
、
業
務
の
標
準
化

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
か

ら
、
さ
ら
に
は
働
き
方
改
革

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
」�

今
後
の
展
望

と
し
て
、「
特
に
若
い
従
業

員
に
は
、
積
極
的
に
資
格
取

得
支
援
制
度
を
活
用
し
て
、

自
分
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
仕
事
の
効
率
化
や
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と

若
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
期

待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

限
ら
れ
た
人
数
だ
か
ら
こ

そ
、
日
々
の
業
務
を
効
率
よ

く
遂
行
す
る
に
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
り
、
日

頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
千
代
田
工
務
店
で
は
、

「
花
見
」
に
始
ま
り
「
社
員

旅
行
」
「
マ
ツ
タ
ケ
を
食
べ

る
会
」
「
新
年
会
」
な
ど
、

様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
月
に
１
回
、
工
程
会
議

を
開
き
、
業
務
の
効
率
化
を

見
直
す
と
と
も
に
、
社
内
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま

す
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
密
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ま
せ

ん
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
の
中
、
み
ん
な
が
腹
を

割
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
、
費

用
を
会
社
が
負
担
す
る
形
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。」
と
玉
川
さ
ん

は
語
る
。

　

特
に
長
い
時
間
を
一
緒
に

過
ご
す
社
員
旅
行
は
、
み
ん

な
が
打
ち
解
け
合
え
る
絶
好

の
機
会
な
の
だ
そ
う
だ
。
こ

う
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
日
頃
か
ら
交
流

を
温
め
て
い
る
せ
い
か
、
職

場
の
雰
囲
気
も
大
変
和
や
か

と
の
こ
と
。
誰
か
が
休
ん
で

も
カ
バ
ー
し
合
え
る
体
制
が

ス
ム
ー
ズ
に
機
能
す
る
の

は
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
成
果
だ
と
感
じ
て

い
る
そ
う
だ
。
楽
し
い
行
事

が
待
っ
て
い
る
こ
と
で
、

日
々
の
業
務
に
メ
リ
ハ
リ
が

生
ま
れ
る
の
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
。
従
業
員
が
楽
し
い

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
一
段
と
深

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

千
代
田
工
務
店
に
お
い

て
、
今
後
の
働
き
方
改
革
の

取
組
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
く

れ
た
。

　
「
気
に
な
る
の
は
ベ
テ
ラ

ン
層
の
働
き
方
で
す
。
こ
れ

ま
で
定
年
を
60
歳
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業

員
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
希
望
を
受
け
て
定
年
を

65
歳
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
世
代
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
、
こ
れ
か
ら
み

ん
な
で
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
弊
社
は
、
県
の
制
度

で
あ
る
男
性
育
児
休
業
促
進

宣
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。
若

手
従
業
員
の
結
婚
や
子
育
て

も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
取
り
組
む
こ
と
は
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
小
規
模
な
ら
で

は
の
機
動
力
を
生
か
し
て
、

新
し
い
取
組
へ
積
極
的
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

大
き
い
か
ら
で
き
る
、
小

さ
い
か
ら
で
き
な
い
と
い
う

先
入
観
を
な
く
し
、
会
社
や

職
場
で
で
き
る
取
組
を
探

し
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
働
き
方
改
革
を
き
っ
か

け
と
し
た
取
組
が
会
社
の
活

力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
可
能
も
あ
る
。

腹
を
割
っ
て
話
を
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
る

多
彩
な
行
事

「広島県働き方改革実践企業認定制度」

６月11日（月）～７月６日（金）
10月15日（月）～11月９日（金）

平成30年度　募集スケジュール（予定）

第3回

第4回

　広島県商工会連合会および広島県商工会議所連合会で
は、県内企業の働き方改革の取組を推進するため、平成
29年度「広島県働き方改革実践企業認定制度」を創設し、
広島県と協力して認定企業の審査や優良事例のPRを行っ
ています。
　この認定制度へのチャレンジを、自社の働き方改革へ
の着手や、さらなる改革推進の契機として、是非ご活用
ください。
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広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

平
成
30
年
11
月
21
日
・
22
日
に
「
商

工
会
青
年
部
全
国
大
会
広
島
大
会
」

を
主
管
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
昨
年
11
月
の
沖

縄
大
会
に
は
総
勢
１
６
０
名
が
参
加
し
、

開
催
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
参
加
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

現
在
、︻
開
催
趣
旨
︼
に
基
づ
き
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
○（
わ
）～
和
我

技
笑
話
環
～
」
を
掲
げ
広
島
県
青
連

一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
る

べ
く
日
々
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
会
終
了
ま
で
、
県
青

連
の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

第20回商工会青年部全国大会広島大会開催に向けて特集特集

商
工
会
青
年
部
と
は
商
工
会
の
内
部
組

織
で
あ
り
、
商
工
業
の
発
展
、
地
域
振
興

の
発
展
、
組
織
の
活
性
化
、
町
づ
く
り
な

ど
を
目
的
と
し
た
若
手
経
営
者
、
後
継
者

団
体
で
あ
る
。

時
代
の
変
化
、
思
考
の
変
化
が
目
ま
ぐ

る
し
く
お
こ
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
現

役
世
代
、
責
任
世
代
と
し
て
今
何
が
出
来

る
の
か
。

１
９
４
５
年
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多
く

の
犠
牲
者
と
共
に
全
て
が
灰
に
な
っ
た
あ

の
日
か
ら
、広
島
県
民
は
手
を
取
り
合
い
、

支
え
合
っ
て
復
興
し
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
う
平
和
の
町
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
故

郷
に
対
す
る
想
い
、
犠
牲
者
に
対
す
る
想

い
そ
し
て
残
さ
れ
た
者
た
ち
の
想
い
が
繋

が
れ
て
き
た
。

広
島
県
商
工
会
青
年
部
は
、
こ
の
想
い

を
引
き
継
ぎ
、
伝
え
て
行
く
。
そ
の
た
め

に
も
﹃
故
郷
、家
業
の
継
続
、発
展
﹄
﹃
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
思
考
の
推
進
﹄
﹃
繋
が
り

の
創
出
﹄
﹃
知
識
、
情
報
の
共
有
﹄
﹃
次

代
へ
の
準
備
﹄の
必
要
性
を
全
国
に
伝
え
、

﹃
青
年
部
と
し
て
の
理
念
を
元
に
し
た
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹄
を
感
じ
、
持
ち
帰
っ

て
頂
き
た
い
。
そ
の
為
に
青
年
部
と
し
て

本
来
の
理
念
を
持
っ
た
上
で
全
国
大
会
を

根
本
か
ら
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
お
こ
な
い
、
全
国
何
処
で
も
全
国

大
会
が
開
催
出
来
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
。沖

縄
の
地
で
架
け
ら
れ
た
﹃
か
け
は

し
﹄、
単
会
、
県
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
全
国
こ

の
す
べ
て
が
垣
根
を
越
え
、
近
い
存
在
と

し
て
お
互
い
が
循
環
し
て
い
く
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹃
○（
わ
）～
和
我
技

笑
話
環
～
﹄
の
も
と
、
地
域
、
家
業
そ
し

て
青
年
部
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
つ
め
直
し

新
た
な
次
代
に
繋
い
で
い
く
為
に
商
工
会

青
年
部
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

��﹃
平
和
へ
の
想
い
﹄
そ
し
て
家
族
、

　
　

家
業
へ
の
想
い
が
一
つ
に
な
り
、

��﹃
我
が
町
、
我
が
仕
事
﹄
が
発
展
継
続

　
　

す
る
為
に
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て

き
た
。

��﹃
商
人
と
し
て
の
技
﹄
を
磨
き
続
け
、

��

﹃
笑
顔
﹄
に
な
れ
る
同
世
代
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
仲
間
と
の
出
会
い
。

��﹃
様
々
な
話
﹄
を
聞
き
、

　
　

気
づ
き
を
得
て
成
長
す
る
こ
と
で
、

��﹃
地
域
や
仲
間
に
循
環
﹄
し
て
い
く
。

第
20
回
商
工
会
青
年
部

    

全
国
大
会  

広
島
大
会

開
催
趣
旨

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

 『
○（
わ
）〜
和
我
技
笑
話
環
〜
』
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商
工
会
、
女
性
部
、
青
年
部
歴
代
の
先

輩
方
が
火
を
灯
し
繋
い
で
き
て
く
れ
た
想

い
、
そ
れ
を
次
代
に
繋
い
で
い
く
た
め

に
…
…
家
業
、
家
族
そ
し
て
地
域
を
守
る

た
め
に
今
青
年
部
と
し
て
何
が
出
来
る
の

か
？平

成
30
年
11
月
21
日
22
日
の
２
日
間
に

渡
り
全
国
大
会
広
島
大
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
く
に
あ
た
り
、
我
々
に
何
が
出
来
る
の

か
を
考
え
た
時
、
１
つ
の
想
い
が
芽
生
え

ま
し
た
。
そ
れ
は
人
と
の
出
会
い
、
事
業

が
異
な
る
中
で
も
同
じ
方
向
性
を
描
く
こ

と
で
発
展
、
成
長
出
来
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
多
く
の

繋
が
り
に
感
謝
し
、
伝
え
、
感
じ
て
頂
け

る
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

役
員
の
み
な
ら
ず
部
員
の
皆
そ
し
て
親

会
、
女
性
部
、
職
員
等
様
々
な
人
の
協
力

を
受
け
て
全
員
で
運
営
す
る
大
会
、
全
国

大
会
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
商
工
会
地
域
の

こ
れ
か
ら
の
発
展
の
一
助
と
な
る
大
会
を

目
指
し
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
第
22
代
会

長
の
越
智
で
す
。

第
20
回
と
い
う
節
目
の
全
国
大
会
が
私

の
所
属
県
で
も
あ
り
ま
す
、
こ
こ
広
島
の

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
共
に
、
準
備
を
し
て
く

れ
て
い
る
植
田
会
長
率
い
る
広
島
県
商
工

会
青
年
部
の
皆
様
を
大
変
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。

広
島
大
会
で
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

全
く
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
大
会
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
懇
親
会
屋
外
会
場
セ

ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
で
の
お
祭
り
演
出
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
青

年
部
が
新
し
い
発
見
を
す
る
場
所
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
大
会
は
ま
さ
に
、
先

進
的
で
青
年
部
員
が
ワ
ク
ワ
ク
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
大
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
い
た
だ
き
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
青
年
部
・
ワ
ク
ワ
ク
す
る
地
域
・
ワ

ク
ワ
ク
す
る
未
来
を
共
に
創
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

広島県商工会青年部連合会
会長　植田　悠司

全国商工会青年部連合会
会長　越智　俊之

研修・広報統括責任者：松山和雄

【広報主幹責任者】：大島久典

【担当者】：

前田大輔（祇園町） 上田竜也（黒瀬）

伊藤 智（上下町） 樋口 健（五日市）

渡辺哲司（高陽町） 宮本崇光（世羅町）

池岡憲司（東城町）

【振興担当】

備南地域協議会
【研修担当】

備北地域協議会

【広報担当】

芸南地域協議会

総務・交流統括責任者：土井尊徳

【交流主幹責任者】：竹本浩

【担当者】：

滝原雄太（五日市） 堀田眞司（北広島町）

行武美実（福山あしな）中島清貴（備北）

元山琢然（広島安芸） 高下慎也（三原臨空）

村上雅洋（神石高原）

振興統括責任者：奥本隆三

【担当者】：

國元英雄（安芸高田市）三村直雅（熊野町）

堀田隼人（呉広域） 高野憲治（沼隈内海）

佐原直行（北広島町） 御園隆之（安芸津町）

月橋寿文（三次広域）

【相談役】：藤原浩一（大崎上島町）

【相談役】：木勝徳（北広島町） 【相談役】：伊達幸太郎（上下町）

委員長：植田悠司

（統括責任者）

第20回商工会青年部全国大会運営委員会
実　施　体　制

企画会社：

近畿日本ツーリスト

副委員長：大島久典

（運営全般）

【総務・交流担当】
メイン担当地域（中央・芸北）

【研修・広報担当】
メイン担当地域（備北・芸南）

【振興担当】
メイン担当地域（備南）

【総務担当】

中央地域協議会
【交流担当】

芸北地域協議会

運営補助：

事務局（県連）

副委員長：竹本浩

（本部）

・本部補助　
・リハーサル運営
・会場巡回　
・会場チェック（大会）
・来賓誘導　
・会場誘導（大会→交流会）
・運営状況確認　
・２次会補助　他

・会場チェック（交流会）
・２次会インフォメーション
　（主幹）　
・会場巡回
・会場誘導（交流会→二次会）
・交流会運営状況把握　
・宿泊等窓口補助　他　

・講師アテンド　
・審査委員アテンド及び
　趣旨説明　
・各種誘導補助
・会場巡回
・交流会青年部ブース補助
・２次会補助　他

・シナリオ進行状況確認
・看板等確認
・各種誘導補助
・会場巡回
・交流会補助
・２次会補助　他

・会場誘導（ＧＡ外）
・献血受付及び状況把握　
・商人ネットワーク出店者補助　
・物産展チェック
・クローク対応　
・交流会青年部ブース補助　
・２次会補助　他

　
県
青
連
で
は
、
県
青
連
役
員
17
名
と
各
地
域
協
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
10
名
の
合
計
27
名
に
よ

る
運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
３
つ
の
担
当
委
員
会
に
分
か
れ
て
鋭
意
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
運
営
委
員
会
稼
働
中
！
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３
月
13
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
、
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

に
て
、﹃
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ�

出
展
事
業

所
・
団
体
等
講
習
会
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
に
出
展
し
て
い
る
事

業
所
に
対
し
て
販
路
拡
大
の
ヒ
ン
ト
を
見

出
し
て
も
ら
お
う
と
、
県
連
が
毎
年
、
企

画
・
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
61

の
事
業
所
か
ら
71
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
県
連
の
石
井
正
朗
専
務

理
事
は
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
が
お
酒
の

販
売
免
許
を
取
得
中
で
あ
る
こ
と
に
ふ

れ
、「
早
け
れ
ば
４
月
か
ら
酒
類
の
販
売

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
県
内
の
魅
力
的
な

お
酒
を
揃
え
て
い
く
こ
と
で
、
広
島
県
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
夢
ぷ
ら
ざ

商
品
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
地
域

産
品
・
小
売
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

高
原
英
幸
氏
が
﹃
売
れ
る
地
域
産
品
づ
く

り
の
カ
ン
・

コ
ツ
・
ツ
ボ
﹄

を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い

ま
し
た
。
冒

頭
で
高
原
氏

は
２
０
１
５

年
に
施
行
さ

れ
た
食
品
表

示
法
を
解

説
。
商
品
表

示
法
を
「
食
品
衛
生
法
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
（
農

林
物
産
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
）、
健
康
増
進
法
の
３
つ

を
一
つ
に
ま
と
め
た
イ
メ
ー
ジ
」と
し
て
、

製
造
所
固
有
記
号
の
ル
ー
ル
な
ど
、
施
行

前
と
今
で
何
が
変
わ
っ
た
か
を
丁
寧
に
説

明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
商
談
す
る
上
で
と
て
も
大
事

な
こ
と
」
と
高
原
氏
が
前
置
き
し
て
始

ま
っ
た
の
は
名
刺
交
換
の
実
演
。
参
加
者

を
壇
上
に
招
き
、
高
原
氏
を
バ
イ
ヤ
ー
に

見
立
て
た
名
刺
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
高

原
氏
の
名
刺
を
先
に
受
け
取
っ
て
し
ま
っ

た
参
加
者
に
対
し
て
、「
名
刺
は
バ
イ

ヤ
ー
よ
り
も
先
に
渡
す
こ
と
が
大
切
。
先

手
必
勝
で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま

し
た
。

後
半
は
、
優
秀
地
域
産
品
開
発
事
例
と

し
て
北
海
道
士
別
市
に
あ
る
美
田
実
郎
商

店
の
卓
上
用
ふ
り
か
け
タ
イ
プ
の
﹃
と
ろ

み
ち
ゃ
ん
﹄
を
紹
介
。
商
品
の
背
景
に
あ

る
ス
ト
ー
リ
ー
に
商
品
開
発
・
販
路
開
拓

の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
高
原
氏
は
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品

を
作
れ
ば
大
手
に
も
十
分
対
抗
で
き

る
！
」
と
し
て
参
加
者
た
ち
に
エ
ー
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

講
演
後
の
事
業
説
明
で
は
、
ひ
ろ
し
ま

ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｕ
の
運
営
事
業

者
で
あ
る
㈱
鞆
ス
コ
レ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
城
山
博
隆
氏
が
、
Ｔ
Ａ
Ｕ
へ
の

出
展
や
Ｔ
Ａ
Ｕ
を
活
用
し
た
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
交

流
会
に
は
35
名
が
参
加
。
出
展
事
業
者
が

一
堂
に
会
し
情
報
交
換
な
ど
活
発
な
交
流

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
１
月
16
日

㈫
の
福
山
会
場
を
皮
切
り
に
、
23
日
㈫
の

三
次
会
場
、
24
日
㈬
の
広
島
会
場
の
３
会

場
で
﹃
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー　

～
承
継
の

先
に
あ
る
未
来
を
描
こ
う
～
﹄
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
３
会
場
合
わ
せ
て
34

事
業
所
38
名
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
講
義
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
個
別
相
談
の
３
部
構

成
で
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
中
小
企
業
診
断
士
で
事
業

承
継
士
の
石
井
照
之
氏
が
﹃
３
年
ス
パ
ン

で
考
え
る
事
業
承
継
！　
“
ポ
イ
ン
ト
”

大
解
説
﹄
と
題
し
て
講
演
。
石
井
氏
は
講

演
の
中
で
事
業
承
継
の
現
状
や
基
礎
知
識

を
解
説
し
た
後
、
様
々
な
事
例
も
紹
介
し

ま
し
た
。「
事
業
承
継
に
は
ハ
ー
ド
面
と

ソ
フ
ト
面
の
承
継
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド

面
は
株
価
対
策
や
資
金
繰
り
対
策
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
は
後
継
者
の
育
成
、
事
業
の
見

え
る
化
や
感
情
的
な
部
分
。
そ
の
両
方
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
承
継
計
画

に
は
「
家
族
と
の
話
し
合
い
も
と
て
も
重

要
」
と
話
し
、
計
画
書
を
作
成
す
る
際
に

は
３
年
ス
パ
ン
で
考
え
、
そ
の
期
間
内
に

や
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
伝
授
し
ま
し
た
。

最
後
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
も

触
れ
、「
事
業
承
継
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
の
共
通

点
も
多
い
。
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
が
発
生

し
た
と
き
な
ど
に
重
要
な
業
務
が
中
断
し

な
い
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
思

わ
ず
対
策
を
講
じ
る
よ
う
」
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
参
加
者
が
自
社
の
事
業
承
継
計
画

を
実
際
に
作
成
。
石
井
氏
の
他
、
同
行
し

た
経
営
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で
﹃
経
営
理
念
﹄も
作
成
。

参
加
者
た
ち
は
、
経
営
者
と
し
て
後
継
者

や
社
員
に
伝
え
た
い
願
い
を
改
め
て
書
き

起
こ
す
こ
と
で
、
引
き
継
ぐ
べ
き
大
切
な

想
い
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
後
は
、
希
望
者
に
個
別
相
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自

社
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
」

「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
受
講

者
の
満
足
度
が
高
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

    
出
展
事
業
所・団
体
等
講
習
会
』

                                     

開
催（
県
連
）

商
品
開
発・販
路
開
拓
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
。売
れ
る
商
品
の
ポ
イ
ン
ト
や

商
談
の
極
意
を
学
ぶ

参加者を壇上に招き、名刺交換の実演を行う講師の高原英幸氏

『
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
』

          

県
内
３
会
場
で
開
催

『
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
』

          

県
内
３
会
場
で
開
催

事
業
承
継
の
基
礎
知
識
か
ら

             

計
画
書
作
成
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト

県  連

事例を交えて事業承継を分かり
やすく解説した講師の石井氏

参加者たちは真剣な面持ちで事業承継
計画の作成に取り組んでいました
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平成30年度の協会けんぽ広島支部の保険料率は
10.00％と、29年度の10.04％から引き下げとなりま
した。この引き下げの要因の一つは、日頃からの皆
様の健康づくりや医療費適正化への意識が高まり、
医療費の増加抑制につながったことです。
医療費の抑制に加え、今後の保険料率のカギとな

るのが、平成30年度から導入されるインセンティブ
（報奨金）制度です。

≪インセンティブ制度の概要≫
インセンティブ制度とは、協会けんぽの加入者や

事業主の皆様の健康への取り組み成果に応じて報奨
金を付与し、健康保険料率に反映させるものです。
まず、インセンティブ制度の報奨金の財源として、

新たに全支部の保険料率の中に0.01％を盛り込みま
す（※）。次に健診の実施率やジェネリック医薬品
の使用割合などの評価指標に基づき、全支部をラン
キング付けし、上位過半数に該当した支部について
は、支部ごとの得点数に応じた報奨金により保険料
率が引き下げられる制度です。

※�平成30年度は0.004％、31年度は0.007％と段階的
に盛り込まれ、平成32年度から0.01％となります。

≪インセンティブ制度の評価項目≫
インセンティブ制度の評価項目は、次に挙げる５

つの項目となります。
①　特定健診の受診率
②　特定保健指導の実施率
③　特定保健指導対象者の減少率
④　要治療者の医療機関受診率
⑤　ジェネリック医薬品の使用割合

≪保険料はどれくらい変わるのか≫
例えば、保険料率が10.00％の支部において、相

当上位のインセンティブ0.10％により保険料率が
9.90％となった場合、標準報酬月額28万円の方で、
加入者の方個人のご負担は年間1,680円の削減とな
ります。仮に、従業員が50名の事業所の場合、事業
主様のご負担は年間84,000円の削減となります。

≪最後に≫
インセンティブ制度の導入にあたり、加入者や事

業主の皆様に取組んでいただくことは、これまで協
会けんぽがお願いしてきたことと変わりません。協
会けんぽも全力でサポートしますので、更なるご協
力をお願いします。

協 会 け ん ぽ か ら の お 知 ら せ

健康への取組が保険料率を変える！
～インセンティブ制度の導入について～
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